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岡本侑也さん/桑原志織さん応援レポート
国際音楽祭ヤング・プラハ
イン東京コンサート 2015

2015年11月16日（月） 駐日チェコ共和国大使館

国際音楽祭ヤング・プラハの音色を東京で
９月に開催された第24回国際音楽祭ヤング・プラハ。

世界の若手音楽家の育成と若者の国際交流をテーマに
1992年にスタートした音楽祭である。

才能豊かな若者達が世界中から集い、プラハをはじめとす
るチェコ各地で音楽の祭典を繰り広げる。また、日本とチェ
コの文化交流という面でも大きな役割を果たしている。

今年の音楽祭には、６か国からソリスト９名、日本からは、
岡本さん、桑原さんを含め３名が出演した。

岡本さんは、ヴァルトシュタイン宮殿で行われたオープニン
グ・コンサート、 リトミシュル・スメタナホール での演奏会、
日本人学校でのコンサートに出演。

桑原さんはプラハのポーランド大使館にてソロ演奏、ド
ヴォルザークホールでのファイナルコンサートではベー
トーヴェンのトリプルコンチェルトを演奏した。

クラシックが息づく街プラハで、ヨーロッパの息吹を感じて
の演奏体験、新たな演奏者との出会いなど、「・・・たくさん
の刺激やインスピレーションを得て、貴重な時間を過ごす
ことができました」とは、ご本人達からのレポートから。

この「ヤング・プラハ in Tokyoコンサート2015」には、

岡本さん、桑原さんをはじめ、チェコとフランスからの若手
演奏家など、５名が出演の予定。

会場のチェコ共和国大使館ホールには、駐日チェコ大使ご
夫妻をはじめ、着物姿などドレスアップされた方々がお集
まり。

９月の国際ヤング・プラハ音楽祭の様子。
音楽祭ホームページより転載＆
音楽祭事務局よりご提供
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皇后陛下の御行啓。お近くに仰いでの演奏

コンサートには皇后陛下が行啓され、お席は客
席最前列。

岡本さんも、桑原さんも、皇后陛下を正面に仰い
での演奏。その距離、まさに至近。

演奏者として会場へ登場し、その距離の近さを
認識する二人、「・・・びっくりしました。まさか、あ
んなにお近くにいらっしゃるとは」。

緊張もさぞかしと思われたが、二人とも、のびや
かに情熱を込めた演奏を披露してくれた。

岡本さんは、最初の曲、ヴァイオリン２つとの３重
奏から、チェロとピアノのためのソナタ、そしてラス
トを飾る合奏協奏曲と大活躍。

ドビュッシーのソナタは、チェロのために書かれた
最高級の傑作とされている曲。様々な演奏技巧
が披露された。ホール全体に岡本さんが奏でる
チェロの落ち着きと深みのある音色が響き渡る。
客席の皆さまから惜しみない拍手が送られた。

桑原さんは、なんと２日前に右手を負傷するとい
うアクシデントがあり、包帯姿での登場。

プログラムに予定されていた「バッハ＝ブゾーニ
編曲《シャコンヌ》」を、急遽「バッハ＝ブラームス
編曲／左手のための《シャコンヌ》」に変更。左手
一本で弾き始める。

普段の右手と左手のバランスとは異なる、左手だ
けでの演奏。しかしながら、目を閉じて聴いてい
れば左手一本、しかも急仕立てとは思えない豊か
な音色。会場中の皆さまから温かい拍手が送ら
れた。

数日前にパリで起きた同時多発テロに弔意を表し、
会場入り口には、チェコと日本の国旗に加えフラ
ンス国旗が掲揚されていた。また『・・・祈りと敬意

を込めて』、パリ出身のエヴァ・サヴァラさんにより、
「タイスのメディテーション（瞑想曲）」が演奏され
た。

岡本さんは翌日には留学先のミュンヘンへと戻る予定。次回の演奏は
12月の財団コンサート。コンサートでは、本日披露されたドヴュッシー
のソナタを演奏してくれる予定とのこと。

「・・・曲の解釈をさらに深めて、バランスを取り、納得のいく演奏ができ
るように頑張ります！」と力強いコメンをトをくれた。

桑原さんは、「・・・もう本当に今日は・・・」と終始控えめ。
いやいや、アクシデントを受け入れ、乗り越えての気力と努力の演奏、
皆さんの印象に深く残ったことであろう。
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お優しく深く染み入る御言葉に、感激の二人

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜出演＞
桑原志織 ピアノ
岡本侑也 チェロ
エヴァ・ザヴァロ（Eva Zavaro）ヴァイオリン フランス
ロマン・フラニチカ（Roman Hranička ）ヴァイオリン チェ
コ/日本
ヴァーツラフ・マーハ（Václav Mácha）ピアノ チェコ

＜プログラム＞
岡本侑也、ロマン・フラニチカ、エヴァ・ザヴァロ

J.ミスリヴェチェク
2つのヴァイオリンとチェロの為の3重奏曲 変ロ長調
エヴァ・ザヴァロ

B.バルトーク 無伴奏ヴァイオリンソナタより 第1楽章
（シャコンヌ）
ヴァーツラフ・マーハ

L.ヤナーチェク 「草陰の小径」より
一緒のおいで、フリーデクの聖母マリア、
彼女らは燕のように喋りたてた、散りゆく木の葉

ロマン・フラニチカ、ヴァーツラフ・マーハ
A. ドヴォルザーク ロマンティックな小品より 第1曲
エヴァ・ザヴァロ

J.マスネ タイス「メディテーション」
桑原志織

J.S.バッハ＝J.ブラームス「左手のためのシャコンヌ」
岡本侑也、ヴァーツラフ・マーハ

C.ドビュッシー チェロとピアノのためのソナタ ニ短調

岡本侑也、ロマン・フラニチカ、エヴァ・ザヴァロ、ヴァー
ツラフ・マーハ

A.ヴィヴァルディ
合奏協奏曲＜調和の霊感＞よりニ短調

Op.3 No.11 RV.565

コンサート終了後には、皇后陛下から演奏
者ひとりひとりにお言葉をいただき、
岡本さんも桑原さんも、感激の面持ち。

「・・・精神が浄化されていくかのような
（岡本さん）」、
「・・・まるで洗礼を受けたかのような

（桑原さん）」と、それぞれの感動を伝えてく
れた。
岡本さん、桑原さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

桑原さん、左手での熱演でした

演奏終了後の二人



4

【コンサート・パンフレット】


